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1. 第48回秋期特別総会のご案内について

第48回（平成14年）秋期特別総会（岡山大学 赤木忠

厚世話人代表）の会期及び会場が下記のとおり決定したの

で，ご案内いたします。

記

会 期:2002年11月14日（木），15日（金）

会 場:岡山市民会館

2. 認定病理医資格更新について

日本病理学会認定病理医資格更新の本年度該当者には，

学会事務局より必要書類が送付されます。本年度該当者は，

第4回（1982年）認定登録者ならびに第4回（1986年），第

9回（1991年）及び第14回（1996年）試験合格登録者にな

ります。資格更新希望者は，平成13年10月1日～31日の

間に所定の手続きをおとりください。

3. 認定口腔病理医資格更新について

日本病理学会認定口腔病理医資格更新の本年度該当者に

は，学会事務局より必要書類が送付されます。本年度該当

者は，第4回（1992年）認定登録者ならびに第4回（1996

年）試験合格登録者になります。資格更新希望者は，平成

13年10月1日～31日の間に所定の手続きをおとりくださ

い。

4. 第19回認定病理医試験について

平成13年7月28日（土）～29日（日），東京大学にて実

施された。75名が受験し，61名が合格した（合格率81.3%）。

合格者氏名ならびに認定病理医登録番号は次のとおりで

ある（登録年月日:平成13年7月31日）。

平成13年度認定病理医合格者氏名

認定番号 氏 名

2237 棚橋 千里

2238 尾島 英知

2239 竹内 保

2240 大森樹美枝

2241 笠島 里美

2242 岡本 純佳

2243 高橋 芳久

2244 井尻理恵子

2245 田口 周平

2246 濱田 智美

2247 河野 尚美

2248 米増 博俊

2249 井下 尚子

2250 松川 昭博

2251 小田島 肇

2252 馬場 正道

2253 武井 英博

2254 緒形 真也

2255 棟方 哲

2256 伊原 文恵

2257 柴田 龍弘

2258 浅井 昌美

2259 大倉 康男

2260 岸 宏久

2261 浦野 誠

2262 橘 真由美

2263 林 宏行

2264 加藤 光保

2265 高城 千彰

2266 廣瀬 善信

2267 塚本 徹哉

2268 金子 真弓

2269 堀之内道子

2270 笠井 孝彦

2271 大原関利章

2272 朝元 誠人

2273 岸本 充

2274 寺戸 雄一

2275 島田 志保

2276 田口 健一

2277 渡辺 佳明

2278 川名 秀忠

2279 稲垣 朋子

2280 山根 徹

2281 島田 哲也

2282 稲留 征典

2283 竹内 賢吾

2284 氏平 伸子

2285 橋立 英樹

2286 宮谷 克也

2287 関根 茂樹

2288 明石 高明

2289 菊地 和徳

2290 三浦千砂子

2291 市村 浩一

2292 島尾 義也

2293 太田 雅弘

2294 下村 龍一

2295 出張 玲子

2296 三浦 一郎

2297 太田 聡

また，認定病理医試験実施委員会の委員構成は以下のと

おりである。

第19回（平成13年度）（ 名）

森永正二郎（委員長）

藤岡 保範

深山 正久

石倉 浩

松野 吉宏

松下 央

二階堂 孝

小俣 好作

芹沢 博美
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武村 民子

滝澤登一郎

5. 第9回認定口腔病理医試験について

第19回認定病理医試験と同日，同会場で行われた。4名

が受験し，3名が合格した。

合格者氏名ならびに認定口腔病理医登録番号は次のとお

りである（登録年月日:平成13年7月31日）。

平成13年度認定口腔病理医合格者氏名

認定番号 氏 名

111 松坂 賢一

112 藤田 修一

113 美島 健二

また，認定口腔病理医試験実施委員会の委員構成は以下

のとおりである。

第9回（平成13年度）（ 名）

朔 敬（委員長）

出雲 俊之

小宮山一雄

6. 社会保険診療報酬改定に関する要望書につ

いて

平成13年6月28日，内科系学会社会保健連合代表五島

雄一郎氏に宛てて社団法人日本病理学会理事長名で，社会

保険診療報酬の改定に関する要望書を提出した。

その事項は，以下のとおりである。

(1) 病理学的検査実施料（第2章第3部第2節第1款）

ならびに病理学的検査診断・判断料（第2章第3部

第2節第2款）を特定集中治療室管理料（第1章第

2部第3節，特定入院料）の除外項目とする。

(2) 乳房温存治療切除検体の病理学的検査実施料の増

点。

(3) 内視鏡的粘膜切除検体の病理学的検査実施料の増

点。

(4) ヘリコバクター・ピロリ感染診断，とくに鏡検法に

おける特殊染色をおこなった際の増点。

今回の要望は，同連合の平成14年度社会保険診療報酬改

訂・新設等要望事項のまとめに採用される予定である。

7. 会員の訃報

以下の方が御逝去された。

山中 晃 学術評議員（平成13年7月8日御逝去）

お知らせ

平成13年度風戸研究奨励金（研究費助成）及び風戸

奨励賞の公募について

申込み締切り:

① 研究費助成:平成14年2月28日

② 国際会議発表研究費助成:平成14年4月30日

連絡先:(財)風戸研究奨励会事務局

〒196-8558 昭島市武蔵野3-1-2

日本電子(株)内

TEL042-542-2106 FAX 042-546-3353

2 第27回レーザー顕微鏡研究会講演会（SLM-27)に

ついて

会 期:平成13年10月29日～30日

会 場:一橋記念講堂

連絡先:大阪大学基礎工学研究科システム人間系専攻

〒560-8531 豊中市待兼山1-3

TEL06-6850-6216 FAX 06-6850-6212

3. The1stAsia-PacificCongressonUro-Oncology

について

The1 Asia-PacificCongressonUro-Oncologywill

beheldinSheratonTowers,39ScottsRoad,Singapore

228230,Singaporefrom 11-13January2002whichwill

includeapre-congressurologicpathologyworkshopon

10January2002tobeconductedbyProfessorJonathan

EpsteinfromJohnHopkinsHospital,Baltimore,USA.

Theurologicworkshopwillemphasizeonprostateand

bladderpathologyandglassandektachromeslidesof

casestobediscussedwillbemailedtoearlyregistrants.

Forfurtherdetails,pleasecontacttheAPCU Con-

gressSecretariat,C/OWorldwideConventionPlanners

PteLtd,51BNeilRoad,Singapore088829,Singapore

TEL:65-2977633 FAX:65-2977560

E-mail:apcu＠wwconvention.com.sg
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日本病理学会認定病院の認定申請（新規）について

第24回（平成13年）の認定審査のための認定申請を下記のとおり受付けますので，ご通知

申し上げます。

記

1. 申請受付期間 平成13年10月1日より平成13年10月31日まで

2. 申請に必要な書類

日本病理学会認定病院認定申請書 1通

認定病院認定申請書資料（付．記入要領） 1通

3. 申請に必要な書類の請求・送付先

〒113-0033 東京都文京区本郷2-40-9 ニュー赤門ビル4F

社団法人日本病理学会事務所 TEL:03-5684-6886

FAX:03-5684-6936

日本病理学会登録施設確認申請（新規）について

このたび第24回（平成13年）の登録施設確認を行うにあたり，下記により確認申請を受付

けますのでご通知申し上げます。

記

1. 申請受付期間 平成13年10月1日より平成13年10月31日まで

2. 申請に必要な書類

イ) 日本病理学会登録施設確認申請書 1通

ロ) 日本病理学会登録施設被登録承諾書 1通

ハ) 登録施設確認申請書資料（付．記入要領） 1通

注意 イ)は既に研修施設として認定されている大学の病理学講座または認定病院よ

り申請して下さい。

ロ)はこれから登録を受けようとする病院より提出して下さい。

ハ)はこれから登録を受けようとする病院の専任または非専任の病理医が記入

することが望まれます。

3. 申請に必要な書類の請求・送付先

〒113-0033 東京都文京区本郷2-40-9 ニュー赤門ビル4F

社団法人日本病理学会事務所 TEL:03-5684-6886

FAX:03-5684-6936



第91回（平成14年度) 日本病理学会総会のご案内

平成14年度の学会総会の骨子が出来ましたので，ご連絡させていただきます。ふるってご参加くださ

いますよう，ご案内申し上げます。日程の記入をお願いします。

日 時:平成14年3月26日（火)，27日（水)，28日（木)

(サッカーのワールドカップの関係で4月の会場が確保できなかったため，3月開催となって

います。)

会 場:パシフィコ横浜

(横浜市，みなとみらい。JR京浜東北線，東急東横線，横浜市営地下鉄 桜木町駅下車)

担 当:会長 森 茂郎（東京大学医科研），副会長 深山正久（東京大学医学部)

演題募集:募集する演題は，一般口演，一般示説，ワークショップです。一般口演，一般示説は，従来

どおり自由課題です。ワークショップは下記課題で開催します。

秋には応募用ホームページを開設します。締め切りは11月中旬を予定しています。

入 場 料:12,000円。ただし初期研修生と1,2年次の院生は割引，学部学生は無料。技師会の方々につ

いては，技師会と料金に関する協定を結ぶ予定ですので，秋以降に技師会事務局にお問い合

わせください。

事務局，問い合わせ先:第91回日本病理学会春期総会事務局（東京大学医科学研究所・人癌病因遺伝子

分野 松田和子気付)

TEL:03-5449-5299 FAX:03-5449-5418

E-mail:kazu＠ims.u-tokyo.ac.jp

総会に関する御意見・ご注文をお寄せください。宛先は上記メールアドレスにお願いいたします。

なお，総会に関する新しい情報は総会ホームページに掲載しておりますので，ご参照ください。アド

レスは以下です。

http://jsp.umin.ac.jp/ja/top/soukai2002sannai.html



第91回（平成14年度) 日本病理学会総会 プログラム抜粋

平成13年8月1日現在

1. 宿題発表

(1) 立松 正衛

(2) 樋野 興夫

(3) 岡田 保典

2. 招請講演（45分)

中村祐輔 東大医科研 人疾患の遺伝子診断

（仮題)

3. 教育講演（30分)

(1) 豊國 伸哉 酸化ストレスの病理学

(2) 渡邉 俊樹 DNAメチル化と腫瘍発

生

(3) 澤井 高志 テレパソロジーの現状と

展望

(4) 望月 眞 インターネットによる医

学・情報の収集-1 医学・医療情報

(5) 未 定 インターネットによる医

学・情報の収集-2 生命科学研究情報

(6) 根本 則道 新しい剖検輯報

4. シンポジウム（150分)

(1) 明日の病理学…分子と人体の対話

(2) 固形癌の発生機序，どこまで判ったか?

(3) 病理学の抱える新しい法的諸問題

(4) 病理医と病理技術者:新しい関係論

5. ワークショップ（120分あるいは90分)

(1) 先端医療と病理

(2) APとCP,我が国の状況と今後の方向

(3) 難治性糸球体腎炎の病理

(4) 弥慢性間質性肺疾患の病因と分子機序

(5) 中間悪性を示す卵巣腫瘍の病理と臨床

(6) キメラ遺伝子と疾患

(7) 分子基盤に基づくリンパ腫の診断，その

最前線

(8) 乳癌診療の進歩と病理学的諸問題

(9) 肺の神経内分泌腫瘍，近年の進歩

(10) 遺伝子多型と疾患

(11) 肝幹細胞研究の進歩―肝の発生，再生

および肝疾患とのかかわり（仮題)

6. 病理診断講習会

系統的病理講習会

(6-1-1) 軟部組織の病理（埼玉医大・広瀬

教授)

(6-1-2) 口腔病理（徳島大学歯学部・林教

授)

臓器別講習会:立案中

7. コース（有料)

(1) 免疫組織化学…原理と病理診断への応

用（LongCourse 長村義之):1日

(2) 分子病理診断の技術（ShortCourse

林 祥剛):3時間

8. 一般演題:口頭発表，ポスター（例年通り)

9. 公開講座:検討中

10. その他の催し

日本病理学会会員への企業からの情報の

updateもしくは，病理領域における産学連携:

検討中



日本病理学会はBlackwellScienceAsiaの協力により，会員にはPathologyInternationalの全論文

をBlackwellSynergy上でご覧いただけるようオンライン化しました。現在1999/2000/2001年発行の論

文がオンライン上でご利用可能ですので，是非お試しください。

重要>

Step1およびStep2の登録手続き完了後のご利用は，Step3の登録確認のためのUsername/Pass-

word入力のみが必要となりますので，Step1およびStep2の作業は不要です。

Synergyご登録後もPathologyInternationalの印刷紙面版は従来通りお手元に届きます。

Step1:Synergyサービスへの新規登録

オンライン閲覧にあたり，まず，個人登録が必要です。

www.blackwell-synergy.com

のアドレスを入力し，Registrationの画面が出ますので，メッセージにしたがい個人登録を完了

してください。ここで登録するUsername/Passwordは会員個人でご自由に設定いただいて結構

です。しかし，以降のご利用時には常に必要となりますので，入力されたUsername/Passwordは

控えをとって覚えておいてください。

2ページの登録必要事項入力ページの後，3ページ目は“RegistrationConfirmed”のページです。

右上パネルの“YourHomepage”をクリックしてください。

Login画面が出ますので，そこで最初に登録したUsername/Passwordを入力しLoginをクリッ

クされますと，それぞれの会員のHomepageが開きます。

Step2:会員特別登録

ここからは会員だけの特別登録です。この登録は一度だけ手続きをしてください。

“YourHomepage”のページに出ている“Access”をクリックしてください。

下段の“YourSynergyO erCode”にPIN2001と入力し，“Continue”をクリックしてくださ

い。

“Surname”に会員番号を入力してください。（例:123456）

［会員番号『6桁』は学会からの郵送物の宛名ラベルの右下方に表示されています。］

“MemberID”に再度，会員番号を入力してください。(例:123456)

“Continue”をクリックしてください。

PathologyInternationalをクリックして閲覧ください。

Step3:登録時以降のご利用

www.blackwell-synergy.comをアドレス入力し直接SynergyのHomepageを開いてくださ

い。

Step1の個人登録で登録したUsername/Passwordを入力してください。

“Login”をクリックしてください。

“YourHomepage”の画面になります。

PathologyInternationalをクリックして閲覧ください。

ご質問・お問い合わせは下記担当者宛にご連絡ください。

田中久仁美

BlackwellAsia

〒113-0033 東京都文京区本郷2-38-14 TKビル5F

TEL:03-5802-6781 FAX:03-5802-6782

e-mail:ktbsj＠gol.com



各種 癌（腫瘍）取扱い規約>病理編の用語統一などに関して

現在，20を超える がん（腫瘍）取扱い規約>（以下，取扱い規約）が発行されておりますが，用語・

定義・所見記載法などに不統一があり，可能であれば整合性のある統一が望まれておりました。このよ

うな会員の皆様の声を背景に，前期・今期の医療業務委員会ではこの統一作業をいかにして具体化でき

るかを検討してまいりました。まず手始めに，昨年，取扱い規約を出版しているすべての学会・研究会

に対し，病理編の記載に関して，日本病理学会として用語統一などの観点から規約作成に関与させてい

ただけるかについて理事長名で問い合わせをいたしました。返答のあった学会・研究会からは，いずれ

もわれわれの提案に賛同をいただきました。

これをふまえて本年4月6日に各取扱い規約・病理編 作成委員会の委員長・代表者が一堂に会する初

めての機会を設けました。この席で，病理編の用語統一などに関しての基本的合意が得られ，その具体

的作業の立案は坂本・森永の両名に委ねられました。

このような経緯の中で，今後の取扱い規約の改訂に会員の声を反映させ，用語統一などはかるために，

以下の作業手順を策定いたしました。この案は7月の常任理事会の了承をいただきましたので，とりい

そぎ会員の皆様におしらせいたします。

(A) 計画の概要

1.PathologyInternational・診断病理の告知欄で以下の企画を全会員に伝達する。

2.学会のホームページとは別に，取扱い規約病理編に関するメールマガジン（不定期）を発行する。

3.取扱い規約についての議論のためのメーリングリストを開設する。

4.インターネットを利用しない会員には会報で経過を報告する。

(B) 計画の具体的内容

1.告知欄で全会員に伝達する内容

a.取扱い規約病理編について広く意見を求めるようになったこれまでの経緯について

b.議論をすすめる方法としてインターネット利用が適当と判断した理由について

c.インターネットを用いる方法（メールマガジンとメーリングリスト）について

(1) 取扱い規約に関するメールマガジンの発行（不定期）

・改訂に関するニュース ・改訂に関する議論の内容

なお，メールマガジン受け取り不要の場合は申し出により，いつでも配布を中止できる。

(2) 議論のポイントをモデレーター（原則として，各規約の担当者に依頼） が列挙し，これに

もとづいてインターネット上で議論をすすめる。

後から参加した場合でも，過去の議論を取得できる。

d.取扱い規約に関するメールマガジンを受け取り，メーリングリストへの参加を希望する者は，学

会事務局へメールアドレスを届け出ることが必要である。

2.サーバーはUMINに依頼し，既に設定を終えた。

具体的な運用手順については，次号にてお知らせできる予定です。会員各位の御意見をいただきつつ，

より有効なシステムにしてゆきたいと えております。

2001年８月

日本病理学会医療業務委員会

坂本 穆彦

森永正二郎




